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令和６年３月１日 

天理市議会議長 大橋 基之 様 

総務財政委員会   

委員長 内田 智之 

 

 

総務財政委員会視察報告書 

 

 

視察日程   令和６年１月 24（水）～１月 25日（木） 

 

視察先及び調査事項  

１．愛知県豊明市 １月 24日（水） 

13時 30分～15時 00分 

調査事項「オンデマンド型乗合交通(チョイソコ)について」 

 

２．愛知県豊田市 １月 25日（木） 

9時 30分～11時 00分 

調査事項「自治体 D Xの推進について」 

豊田市自治体 D Xの概要及びデジタル人材の育成 

 

視察議員   副委員長   寺井 正則 

       委 員    今西 康世 

       委 員    東田 匡弘 

       委 員    大橋 基之 

       委 員    市本 貴志 

 

欠席委員   委員長    内田 智之  

 

随  行   議会事務局  青木 一朗 
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１．愛知県豊明市 

調査事項「オンデマンド型乗合交通(チョイソコ）について」 

視察先対応者 

豊明市議会議長 

豊明市議会事務局長  

豊明市企画政策課交通マネジメント担当係長 他 

 

① 目 的 

      超高齢社会が予想される中、今後は買い物弱者や交通弱者が増加

することが見込まれ、病院・薬局・買い物など高齢者の生活や健康

に必要な近隣のお店へデマンド型交通で送迎することにより、健康

寿命を延伸させ、いつまでも健康に暮らしていくことができる地域

を作っていくことが重要である。また、増加傾向にある高齢ドライ

バーによる交通事故の問題があり、代替えの移動手段が極めて限ら

れている地域においては、なかなか免許を返納できない状況にある。      

本市においては、これまでデマンドタクシーとコミュニティバスを

運行してきたが、令和 6 年度からこれらの交通システムを一本化し

「チョイソコサービス」を実施するにあたり、既に約５年の運行実

績のある豊明市の事業について視察した。 

 

② 事業概要 

 チョイソコとは、地域の交通不便を解消し、主に高齢者の外出促

進に貢献するものであり、従来のデマンド型交通と異なり、民間企

業が事業主体となり、エリアスポンサーによる協賛を得ることで採

算性を向上し、単なる運航のシステム提供に留まらず、高齢者の健

康増進につながる外出促進のコトづくりを推進するシステムである。 

《チョイソコの特徴》 

⑴ 高齢者利用に最適化された運航システム 

チョイソコは会員登録された利用者から乗車依頼を受付し、最適な

乗り合わせと経路を計算し、目的地まで乗合送迎で運ぶ仕組み。 

⑵ エリアスポンサー協賛型のビジネスモデル 

チョイソコは、地域のタクシー事業者と提携して運行し、エリアス

ポンサー（自治体や事業者）からの協賛・広告料により、運営費用

の一部を支えることで、これまでよりも採算性高く運営を維持する

ことが可能。 

⑶ 地域密着型コミュニケーション 

会員に毎月「チョイソコ通信」を郵送し、運行に関する更新情報を

伝えるとともに、お出かけしたくなる様々な情報を発信。 
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更に、移動手段の提供だけではなく、「コトづくり」としてイベン

ト等を企画し、外出促進を図り、また、スポンサーを集めた一大イ

ベントや他自治体とのコラボ企画も実施。 

 

③ 考察と今後の課題 

⑴ 地元交通事業者との調整 

地域公共交通を運行するにあたり、停留所設置場所の安全の確保 

や既存交通事業者の経営に与える影響などを考慮する必要がある。 

⑵ スマートフォンや P Cを活用した予約の推進 

利用予約の 90%以上が電話予約であり、自治体 D Xを推進するため

にも必要である。 

⑶ コスト削減に向けた取り組みが必要 

協賛企業からの協賛金獲得、広告料、利用者増による乗合率の増

加など。 

⑷ 利用者の利便性の向上や外出促進 

利用者の希望に沿った停留所の設置や高齢者などが出かけたくな

るイベントの企画など地域の活性化。 

⑸ 高齢者の外出促進 

交通・医療・福祉・介護予防・地域活性化・観光など各所管の連

携で事業の効果を上げる必要がある。 

     

豊明市は、市郊外から市街地へのオンデマンド型乗合交通(チョイ 

ソコ）乗り入れと市街地循環のコミュニティバスを運営し、福祉部

局と連携して 80 歳以上の方を対象に初乗り運賃を補助するタクシ

ーチケットも発行し、高齢者の外出支援に取り組んでいた。 

天理市は、デマンドタクシーとコミュニティバスを統合してチョ

イソコサービスを運行する。現在、実証運行を終えて利用者のアン

ケートの結果から、運行時間の延長や土・日曜日の運行、停留所の

設置場所の検討などを行っている。今後、高齢者や障害者、免許返

納者のより一層のニーズに応え充実を図ってもらいたい。 

 

２．愛知県豊田市 

調査事項「自治体ＤＸについて」 

視察先対応者 

     豊田市議会議長  

     豊田市議会事務局長 

     豊田市総務部ＣＤＯ（最高デジタル責任者 総務省からの出向） 

豊田市総務部情報戦略課長 他 
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①目 的 

 令和 2年 12月、政府において「デジタル社会の実現に向けた改革

の基本方針」が決定され、目指すべきデジタル社会のビジョンとして

「デジタルの活用により、一人ひとりのニーズに合ったサービスを選

ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会～誰一人取り残さない、

人に優しいデジタル化～」が示された。 

 また、令和 4年 6月、「デジタル社会の実現に向けた重点計画」が

閣議決定され、このビジョンが目指すべきデジタル社会のビジョンと

して改めて位置づけられた。 

 このビジョンの実現のためには、「住民に身近な行政を担う自治体、

とりわけ市区町村」の役割は極めて重要であるといわれている。 

 自治体においては、まずは、『自らが担う行政サービスについて、

デジタル技術やデータを活用して、「住民の利便性を向上させる」』 

、『デジタル技術や AI等の活用により「市役所業務の効率化」を図り、

人的資源を行政サービスの更なる向上に繋げていくこと』が求められ

る。 

 DX を推進するに当たっては、住民等とその意義を共有しながら進

めていくことも重要であるとされている。 

 豊田市は、全国でも有数の DX化を推進している自治体であり、「豊

田市デジタル強靱化戦略」に基づき、実践的な活用能力を持つデジタ

ル人材の育成、AI 導入による業務の効率化、サービスの質向上に尽

力する豊田市の取り組みは特に注目されており、スキル向上と市民に

寄り添う力の両立を目指す、豊田市の人材育成方法は「第一回日経自

治体 DX アワード」において、①デジタル人材育成部門（ DX 推進に

向け、行政機関内におけるデジタル人材の確保、育成に向けた計画、 

及び取組が進んでいるもの） 、②行政事務・サービス変革部門（ AI

や RPA導入による BRP推進の取組、その効果。また、マイナンバー 等

をはじめ、行政サービスのオンライン化、及びその利用が進んでいる

もの）の２部門を受賞されている。 

 基礎自治体においては戦略に基づいた取組が期待されており、本市

においてもデジタル人材の育成、更なる住民サービスの向上、行政サ

ービスの利便性を図るべきと考える。 

 

② 施策概要 

 豊田市では、今後のデジタル技術の活用に関し、目指す姿や基本

的な考え方、方向性を示す「豊田市 ICT 活用ビジョン（以下、ビジ

ョンという）」を令和 2年 7月に策定。このビジョンと国のデジタル

化・DXの加速等の社会経済情勢の変化を踏まえ、DXにより実現する

https://www.city.toyota.aichi.jp/shisei/gyoseikeikaku/toshikeiei/1041834.html
https://www.city.toyota.aichi.jp/shisei/gyoseikeikaku/toshikeiei/1041834.html
https://digitalforum.nikkei.com/dx/jichitai/
https://digitalforum.nikkei.com/dx/jichitai/
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豊田市の姿、それらを実現していくための戦略・具体的な施策等を

とりまとめた「豊田市デジタル強靱化戦略」を令和 3 年 2 月に策定

された。 

 政府は、新型コロナウイルス感染症対策への ITやデジタル技術の

適用などが急務であること、また、デジタル化の推進をうたいなが

らも、対面でのやりとりを前提としていた仕事や教育、日常生活や

行政手続及び経済活動を、いよいよデジタル DX（トランスフォーメ

ーション）の取組のもとオンライン化・デジタル化を当然のことと

して変革を加速しなければならないことから、令和 2年 7月に IT新

戦略（世界最先端デジタル国家創造宣言・官民データ活用推進基本

計画）を策定をした。さらに、デジタル庁の創設や自治体業務シス

テムの統一化・標準化の加速など改革のスピードは上がっている。 

 また、令和 3 年 9 月に設立されたデジタル庁により「デジタル社

会の実現に向けた重点計画」が策定され、政府においては「デジタ

ル田園都市国家構想基本方針」、「新しい資本主義のグランドデザイ

ン及び実行計画」等が策定され、その中でも DXについては重要視さ

れている。 

  

 ③考察と今後の課題 

自治体において取り巻く状況も早い速度で変化し、課題も複雑かつ

多様化している。また、新型コロナウイルス感染症を契機に「ニュー

ノーマル時代」の推進及び実現が求められている中で暮らしの質の向

上や地域の活性化のためには、行政内部での取り組みだけでなく、人

口減少や超高齢社会の進展等に伴い生じる様々な地域課題に対して

デジタル技術を積極的に活用した DX を推進していく必要があると強

く感じた。 

豊田市は、デジタル強靭化戦略を進めるには組織としてデジタルに

対して強靭になること、職員一人ひとりが正しい知識を身に着けて積

極的に ICT技術を活用していくことが必要であると考えており、各所

管ごとの研修も積極的に開催されている。また、役場内のデジタル

化・スマート窓口化により市民の利便性が向上する一方で、市民の声

や思いを取りこぼすことなく、デジタル化促進により業務効率化され

た効果を活用し、市民に寄り添いニーズや課題を解決していけるよう

な人材を育成することを目指しておられる。例えば、市役所ホームペ

ージ内に AIチャットボットを導入しており、導入を開始した 2021年

11 月からの約 3 カ月の利率用は約 57% となっており、時間を問わな

い行政サービスが実現している。（職員が対応できない時間帯に AIチ

ャットボットが市民サービスを行っている。） 
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また、福祉相談窓口で AI の活用をされている。少子高齢化が進ん

でいるなか、窓口に寄せられる相談の内容は、どこの自治体も複雑化、

多様化している。特に福祉課で対応する相談は、過去の記録や職員の

ノウハウ、ネットワークが重要となるが、今まで経験や長年の勘とし

て言語化されずに管理されてきた。そのため、新人職員や異動したて

の職員が相談対応をすると、解決策の提案までに多くの時間を要する

ことが少なくない。この点については、どこの自治体においても共通

の課題であると感じる。 

また、豊田市では、過去の記録やベテラン職員の知見をデータベー

ス化し、相談内容にあった解決策を AIが見つけ出す「AI相談パート

ナー」の導入を開始されている。このシステムは他分野にも取り入れ

られ、相談窓口対応時間の短縮、待ち時間軽減が促進されていくとの

ことであった。 

 

【現時点での課題】 

※ DX人材の不足 

現状、本市においては総務部情報政策課デジタル市役所推進

室があるのだが、全庁的な取り組みと意識改革が必要と感じる。

DX 化に携わる人材が不足している点については、既にスキルを

持っている人材を確保（総務省からの派遣など）、あるいは人材

の育成に取り組むか、人材を確保している企業と組んでいくか、

いずれにせよ DX化に向けて確実に解決するべき問題であると考

えます。 

※ DX化、ICT活用の専門部署 

  日本の行政機関としてデジタル庁が新設されたが、DX 化を推 

し進める上の方針の策定や施策を推進する上で専門部署の上位

での設立は必要だと考えます。 

※ 地域ごとの財政規模、財源の違い 

   本市と豊田市とでは、財政規模や財源の違いによって、DX 化 

に向けた投資に踏み切れない状況下ではあると思うが、DX 化を

進めることで財政の立て直しやサービス向上など付加価値が得

られ、住民サービスの向上、市職員の業務効率化につながると

思うが、まずは、本市がデジタル化を進める方向性を取りまと

め各課の現状や課題、ニーズ等を踏まえて必要となる取組の検

討・構築を進めることが必要と考える。施策の概要、スケジュ

ール、推進体制等をとりまとめ本市のデジタル化を本市の最上

位計画である総合計画と総合的・戦略的に進めていき実効性の

ある市政運営につなげていただきたいと考える。決して機会損

https://www.digital.go.jp/
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失にはならぬよう行政に携わる者は DX化を意識すべきと考える。  

最後に、視察を受け入れていただいた豊田市ご担当者様、豊田

市議会ご担当者様には大変お世話になりました。先進的な取り組

みを終始熱心にご説明をいただき、各委員の質問にも詳しくご答

弁をいただきました。ありがとうございました。 

 

以上 

 


